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国分寺市にふるさとをつくる会

 ２０６号　　　２０１９年5月1日発行

              　　 理事長 白木 昭憲

ニリンソウ

 真剣な観察!

ヤマブキソウ

桜と早春の花々に出会う
都市緑化を考える会副代表三田晴美

多摩丘陵の一画にある平山城址

公園の散策路をゆっくり歩き、隣

接している東京薬科大学薬用植物

園の早春の花々を見て頂きたいと

企画しました。早春の花々は春先

に花を咲かせ短期間のうちに姿を

消してしまうことから、スプリン

グ・エフェメラル（春の妖精）と

呼ばれて親しまれています。落葉

樹林で葉が茂る前、日照が林床に

届く短い期間に咲く小さな花をい

ち早く春の訪れを知らせてくれる

妖精と呼んだのでしょう。

東京薬科大学薬用植物園には山

の地形を生かした自然観察路があ

ります。３月３０日はあいにくの

曇り空でした。自然観察路を歩く

頃は薄日がさし、カタクリ・キバ

ナセツブンソウ・ニリンソウ・ジ

ロボウエンゴサク・ミスミソウ・

キクザキイチゲなどの沢山の春の

妖精に出会う事が出来ました。

ゆっくり歩く７～８キロの行程で

したが、花を堪能した楽しい時間

でした。

第35回ふるさとの自然と

歴史を訪ねる会を終えて
実施担当リーダー 二瓶文博

3月31日（日）に、「野川のしだれ桜を

愛でる」というサブタイトルをつけた今回

の行事を実施しました。武蔵小金井駅から

金蔵院を通って野川に出、川沿いのしだれ

桜や野草を見ながら、都立武蔵野公園、野

川公園を経て新小金井駅まで散策する企画

です。

今年は、3月20日に都心のソメイヨシノが

開花したものの、その後の猛烈な冷え込み

でブレーキがかかったようで、野川沿いの

しだれ桜の花は残念ながら見ることができ

ませんでした。

しかし、ハケの風景の中に、ソメイヨシノ

の優雅な姿や、ヤナギなどのやわらかい新

緑を堪能することができました。また、旧

石器時代の遺跡で、大昔の人たちの暮らし

に思いを馳せました。

野川公園の自然観察園では、ニリンソウや

ヤマブキソウをはじめ、多くの春の野草が

観察でき、参加者の皆さんが興味を示して

くださいました。

終了時のアンケートでは、しだれ桜を見ら

れなかったのは残念だったが、色々な解説

を聞きながら自然の中を歩いて、非常に満

足したとの声が多く、ホッとしました。

桜の見ごろを当てることの難しさを痛感す

るとともに、この時期には春に咲く野草や

木々の花など、見るべきものが非常に多い

ことを再確認する収穫がありました。

行 事 レ ポ ー ト ご 紹 介

花と遊ぶ・森の自然塾
リーダー 冨村 隆子

春のX山は木々の若葉が青空に映

えて 絶好の自然塾日和でした。

森の自然塾は5月に始まり、今回4

月は最終回となります。

X山に花の咲く4月は「種もまかな

いのに花はなぜ咲くの？」を考え、

次は花を探してビンゴゲームです。

リストを片手に、いつものグルー

プを離れて仲良し2人・3人で自由

に巡って花を探します。足元に咲

く小さなスミレやセリバヒエンソ

ウの花の不思議な形に歓声を上げ

たり、ゲームを完成させるため走

り回ったり・・

殆どの子供が満点でした。

次のプログラムは「菜の花博士

になろう！」です。

虫眼鏡を使ってナノハナを観察し

ます。花を分解して、花弁・雌し

べ・雄しべ・ガクの数を調べ、莢

や葉っぱを観察して全員が「菜の

花博士」になりました。

昨年5月 自然塾の一回目には、

まだまだ幼かった一年生も驚くば

かり成長しました。それぞれの子

供たち一年の月日を思うとき、感

慨深いものが有ります。

長じてこの国分寺を故郷として思

う時、X山が緑豊かな美しい思い出

となるよう願わずに居られません。

カラーでなく残念ですが

東京薬科大学薬草園の

“カタクリ”は見事！！
カタクリ/ユリ科

日本海を取り巻くように分

布する代表的な「春植物」。

温帯林の明るい林床に群生

し、樹々が芽吹く頃、大きな

葉をバックに可憐な花を咲か

せる。

開花に、７～８年を要する。



 

 5月 5日(日) 姿見の池ホタルの会 作業

      9:30 姿見の池

     8日(水) 森の教室運営委員会

  　 　　 9:30 恋ヶ窪公民館 

    10日(金) ふるさとの会 合同幹部会議

　　 　　14:00 恋ヶ窪公民館

    10日(金) ふるさとをつくる会理事会

　 　　　16:00 恋ヶ窪公民館

    14日(火) 多摩の自然を楽しく学ぶ会

　 　　　 9:30 JR八王子駅

　18日(土) 日吉町町内会定例会

       13:30 第五小学校ランチルーム

　19日(日) 森の自然塾

       8:30 エックス山中央

  19日(日) 環境ひろば

      19:00 国分寺市役所

  23日(木) 多摩に歩く会

       9:00 JR西国分寺駅南口噴水前
  25日(土) 姿見の池ホタルの会 作業

        9:30 姿見の池

  25日(土) 姿見の池ホタルの会 会議 

       14:00 多喜窪公会堂 

  26日(日) 防災推進の街づくり仲間の会

       14:00 第九小学校図書室

 31日(金) 会報配布準備
    13:30 恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　※終了次第広報委員会

 31日(金) 多摩に歩く会会議
  　　　　15:00 恋ヶ窪公民館

  npo-kokubunjifurusato.jp
QRコード

 ホームページをご覧ください。

５月行事予定

伝言板

「国分寺市にふるさとをつくる会」

２０１９年度会費納入のお願い

会計担当理事 中尾 明長

会員各位におかれましては、当会に対し変わらぬご理解とご協力

を賜りまして誠に有難うございます。平成３０年(2018年)度もあと

１ヵ月を余すところとなり、助成金ないし行事参加費によるもの、

或いはボランテイアに支えられるもの等々、年度計画は着実に実施

されております。この「会報」と「ホームページ」は、皆様と当会

をつなぐ最も重要な懸橋で、皆様に納付頂きます年会費によって継

続出来ております。当会は、定款の定め通り６月１日から翌年５月

３１日までを事業年度としておりますので、２０１９年度の年会費

は本年４、５月中を目標に約６０名の地区委員が理事長の委託を受

け、皆様のお宅を訪問し受領し、領収書をお渡し致します。

金額は前年と同じ年額３００円です。前納会員様の分は、当方で

引き落とします。郵送会員の方、昨年銀行振込の方は、別途ご連絡

申し上げます。

以上どうぞ宜しくお願い申し上げます。

防災講演会のご案内
・開催日：2019年5月6日（月)

14：00～16：00

・会 場：都立多摩図書館

・講 師：藤原広行氏

・題 目：首都圏直下型地震と

風水害を始めとした

国分寺市の危険について

・参加費：無料（どなたでも

参加できます）

・主 催：防災推進の街づく

り仲間の会

国分寺市にふるさとをつくる会

「こくぶんじ市民活動フェステイバル

自然体験学習スタッフを募集」
第13回フェスティバルが4月14日ひかり

プラザ及び北側道路を会場として行われ、

当会は、子ども達対象の自然塾・小学校

総合学習・東京都「里山へGO!」等の写真

展示・クラフト(ドングリの背くらべ)作

りを行いました。これは、国分寺市緑と

建築課が進める「緑のボランティア制

度」と連携し、スタッフを募集するもの

です。

今年の催事には、３２団体が参加、東

経大・JA・銀行・企業等多数の協力で大

盛況でした。

ドングリの背くらべ

多摩に歩く会のご案内

矢川緑地・湧水～滝乃川学園～谷保天神周辺を歩く

日 時：2019年５月２３日(木)９時JR西国分寺駅南口噴水前集合

参加費：５００円(保険料他) ※雨天中止
持ち物：お弁当、水筒、交通費、敷物 ＊全長約６Km 舗装路を歩きます

募集人数：30名（ただし、ヤクルト代田記念館は希望者先着20名様）

行 程 表

矢川緑地散策（東京都保全地域）→多摩川土手道→ママ下湧水散策→

府中用水おん出し→滝乃川学園（記念館・礼拝堂見学)(学園内で昼食

予定)→城山公園→ヤクルト・谷保へ 解散：15:30予定

※学園は、日本で最初に創立された知的障碍者社会福祉施設

＜申し込み先＞5/15必着:メールまたは往復はがきにて

多摩に歩く会 代表代行：酒井宏幸

186-0013 国立市青柳2-25-8-406 問い合わせ先：070-6667-9241

nemimi2006@adagio.ocn.ne.jp


